
学校教育の指針

秋田県教育委員会

令和８年度の重点

最重点の教育課題
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※本県の未来を担う子どもたちを「わか杉」と呼んでいます。



“「問い」を発する子ども”の育成
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・各教科等との関連の整理

１ キャリア教育のねらいや成果
の発信及び家庭や地域、企業
等との共有

２ 資質・能力の育成につながる
体験活動及び事前・事後指導
の充実

３ キャリア発達を一層促すため
の学校間・校種間連携の推進
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社会人・職業
人として必要
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学校から社会・

職業への移行の

準備

社会で自立的
に生きる基礎
の育成

生涯にわたる

人格形成の基

礎の育成

高等学校 特別支援学校高等部

中学校 特別支援学校中学部

小学校 特別支援学校小学部

幼稚園・保育所・認定こども園等 特別支援学校幼稚部
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各教科等の学習、インター
ンシップ、オープンキャン
パス、生徒会活動、ボラン
ティア活動、進路に関する
講演会 等

各教科等の学習、職場体験
活動、上級学校訪問、係活
動、当番活動、生徒会活動、
ボランティア活動、修学旅
行 等

各教科等の学習、職場見学、
係活動、当番活動、児童会
活動、クラブ活動、ボラン
ティア活動、遠足 等

生活や遊びの中での直接的
具体的な体験 等

望ましい勤労観・職業観等の
価値観を自ら形成・確立して
いく時期

社会における自らの役割や将
来の生き方・働き方等を考え
目標を立てて計画的に取り組
む態度が育まれる時期

、

集団生活や異学年との交流活
動、地域社会との関わり等を
通して、その意義を感じなが
ら社会性、自主性、意欲等が
育まれる時期

人と関わる楽しさや、人の役
に立ったり人に認められたり
する喜び等を感じて、自信を
獲得していく時期

・

１ 様々な教育活動における意図的な手立ての工夫

２ 「秋田の探究型授業」の基本プロセスを機能させた授業づくりの充実

３ 「問い」を発するための基盤となる言語活動の充実

「秋田の探究型授業」

の基本プロセス

学習の内容や
方法を振り返る

学習の
見通しをもつ

自分の
考えをもつ

集団（ペアやグループ、
学級）で話し合う

言語活動を取り入れるねらいを明確にし、各教科等の特質に応じてどのような場面で、どのような工夫を行い取り入れるかを考え、
その質を高めるとともに、全教職員の共通理解の下、言語環境の一層の整備・充実を図る。

“「問い」を発する子ども”の育成に向けて

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し、学習過程におけるそれぞれの段階を効果的に機能させた上で一連のプロセスとして
関連付けて捉え、児童生徒一人一人に応じた質の高い学びを保障する。

各教科等において育む資質・能力を明確にした上で、各学校における教育課程を教科等横断的な視点で組み立てるなど、カリキュラ
ム・マネジメントの充実を図り、意図的な手立てを講じて教育活動の質の向上に努める。

教育課程の編成 学習指導・各教科等の指導
※「学校教育の指針」ｐ27～ｐ59参照

豊 か な 人 間 性 を 育 む 学 校 教 育
Ⅰ 思いやりの心を育てる Ⅱ 心と体を鍛える Ⅲ 基礎学力の向上を図る Ⅳ 教師の力量を高める

人間愛の大切さの体得 生き抜くたくましさの育成 自ら学ぶ意欲と態度の育成 幅広い識見と教育愛の涵養
かん

開かれた心の育成 働くことの喜びの体得と意義の理解 幼児児童生徒の個性と能力の伸長 社会の変化に即応した研修の充実

※「学校教育の指針」ｐ１～ｐ３参照
本 県 学 校 教 育 が 目 指 す も の

【ふるさと教育のねらい】

１ ふるさとのよさの発見

２ ふるさとへの愛着心の醸成

３ ふるさとに生きる意欲の喚起

【ふるさと教育の目指す人間像】

１ 郷土の自然や風土を愛する人間
２ 郷土の歴史や伝統、文化を正しく受け継ぐ人間
３ うるおいと活力に満ちた郷土を築く創造性あふれる人間
４ 郷土の発展に尽くそうとする実践的な人間
５ 国際社会をたくましく生き抜く人間

学 校 教 育 共 通 実 践 課 題

ふ る さ と 教 育 の 重 点 事 項

心豊かで、郷土愛に満ちた人間の育成 自ら学び自ら考え、課題を追究する力などの学ぶ力の育成 高い志と公共の精神をもち、秋田の将来を支えていく人材の育成

全教育活動を通して取り組む最重点の教育課題
全教育活動を通して取り組む教育課題

※「学校教育の指針」ｐ12～ｐ26参照

地域に根ざしたキャリア教育の充実

生きる力の育成

二つの教育課題に対する取組を充実させ
ることにより、ふるさと教育を推進する

ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり

※「学校教育の指針」ｐ６、７参照

※「『秋田県総合計画 ～秋田再興への第一歩～』及び『第４期あきたの教育振興に関する基本計画』の施策体系」については、「学校教育

の指針」ｐ４、５に掲載しています。

育みたい資質・能力に着目した
“「問い」を発する子ども”の姿

“「問い」を発する子ども”
の姿の出発点
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「問い」を発するとは

充実した取組の積み重ね

問題を発見する

（それはどういうことか？）

解決方法を見通す

（こうするとよいのではないか？）

問題解決を図る

（こう考えるがどうか？）

問題解決を振り返る

（こうしてみたがどうか？）

ふるさと教育の推進 ～心の教育の充実・発展を目指して～

本県では、「豊かな人間性を育む学校教育」を目標に掲げ、目指す教育の姿を「ふるさとを愛し、社会を支える自覚
と高い志にあふれる人づくり」とし、ふるさと教育の推進を通して、その実現を図っているところです。
「全教育活動を通して取り組む最重点の教育課題」として位置付けている「地域に根ざしたキャリア教育の充実」と

「“『問い』を発する子ども”の育成」への取組を充実させることにより、ふるさと教育の一層の推進を図ります。

※「学校教育の指針」ｐ８、９参照 ※「学校教育の指針」ｐ10、11参照

※本重点において、「小・中学校」には義務教育学校、「小学校」には義務教育学校の前期課程、「中学校」には義務教育学校の後期課程をそれぞれ含みます。

① ②



目指す幼児児童生徒の姿

ＩＣＴを活用した教育の推進 ▶指針ｐ12、13

目指す児童生徒の姿

□ＩＣＴを手段として学習や日常生活に活用し、主体的に学習

に取り組むことができる。

□情報社会での行動に責任をもち、自ら判断してＩＣＴを正し

く活用し、問題を発見・解決することができる。

①１人１台端末の環境を生かした、学び
の質を高めるためのＩＣＴ活用の推進
◇各教科等の特質に応じて、１人１台端末を効果的
に活用した学習活動を積極的に取り入れる。
◇情報活用能力が段階的に育成されるよう、教科等
横断的な視点で計画的にＩＣＴの活用を図る。

②組織的・計画的に取り組む情報モラル
教育の充実
◇情報モラル教育の全体計画や年間指導計画等を実
態に即して作成し、教育活動全体で推進する。
◇ＩＣＴを利用する際のルールやマナー、他者や社
会への影響を考え、自身の意志で判断し安全に利
用できるよう、指導の手立てを工夫する。

③各学校段階を通じたプログラミング教
育の推進
◇既習の内容等を踏まえた上で、関係する各教科等
において児童生徒の発達の段階に応じた指導を行
い、プログラミング的思考を育成する。

持続可能な社会の創り手を育成する環境教育の推進 ▶指針ｐ14

□人間と環境との関わりについての理解を深め、命や環境を大

切にすることができる。

□自らの責任ある行動をもって、持続可能な社会づくりに主体

的に参加することができる。

①各教科等を通じて横断的・総合的に取
り組む環境教育の充実
◇各教科等における学習を相互に関連付けながら、
ＥＳＤの視点を踏まえた環境教育を充実できるよ
う、全体計画や年間指導計画等の見直しを進める。

②発達の段階に応じた豊かな自然体験活
動等の推進
◇幼児児童生徒それぞれの発達の段階に応じて、学
びや活動に深まりや広がりをもたせることができ
る自然体験や社会体験、交流体験等の体験活動を
教育課程に適切に位置付け、計画的に実施する。

③校種間連携及び家庭、地域、社会教育
施設等との連携を図った環境教育の推
進
◇学びや体験の充実を図るため、ねらいや活動内容
等を共有し、校種間の円滑な接続を図るとともに、
家庭、地域、社会教育施設等と連携・協働して、
組織的・継続的に環境教育に取り組む。

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

グローバル社会で活躍できる人材の育成 ▶指針ｐ15

目指す児童生徒の姿

□社会の問題に目を向け、多様な価値観をもつ人々と協働して

課題を解決しようとする態度を身に付けている。

□自分の意見や考えを明確にし、目的意識をもって相手に分か

りやすく伝えることができる。

特別支援教育 ▶指針ｐ16、17

①一人一人の教育的ニーズに応じた指導・
支援の充実
◇全ての児童生徒に対する分かりやすい授業づくり
と、各教科・科目等において生じる個々の学習上
の困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を行
う。
◇個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用と
引継ぎにより、一貫した指導・支援や合理的配慮
の提供を行う。

②学習指導要領を踏まえた教育課程の編
成と実施
◇通常の学級と特別支援学級・特別支援学校におけ
る組織的・計画的な交流及び共同学習と障害理解
授業の推進を図る。

③管理職のリーダーシップによる校(園)
内支援体制の機能強化と全教職員の理
解・取組
◇特別支援教育の年間計画に基づく組織的な取組と
して校（園）内研修の工夫に努め、充実を図る。

目指す幼児児童生徒の姿

□学習に興味・関心や意欲、目標をもち、自己の力を可能な限

り発揮することができる。

□活動しやすいように自ら環境を整えたり、必要に応じて周囲

の人に支援を求めたりすることができる。

①ふるさとや異文化に対する理解の促進
◇各学校のふるさと教育における取組や各教科等の
学習を踏まえ、日本や秋田、自分の住む地域の歴
史や伝統、文化等について理解したり、そのよさ
を発信したりする活動の充実を図る。
◇世界の様々な国の文化に関心をもち、共通点を理
解したり、違いを受け入れたりする活動の充実を
図る。

②課題解決に向けて行動できる資質・能
力の育成
◇グループで話し合ったり、全体で学び合ったりす
るなど、多様な他者との関わりを通して、協働的
に課題解決する活動の充実を図る。
◇児童生徒の発達の段階に応じて、情報活用能力や
英語によるコミュニケーション能力を体系的に育
成しながら、自分の考えや必要な情報を相手に分
かりやすく伝える活動の充実を図る。

③

令和８年度の重点 全教育活動を通して取り組む教育課題



目指す幼児児童生徒の姿

人権教育 ▶指針ｐ18、19

目指す幼児児童生徒の姿

生徒指導 ▶指針ｐ20～24

道徳教育 ▶指針ｐ25 防災教育 ▶指針ｐ26

□自分の命は自分で守るための判断力や行動力が身に付いてい

る。

□発達の段階に応じて、学校（園）、家庭及び地域の安全活動

に進んで参加、貢献することができる。

目指す児童生徒の姿

目指す幼児児童生徒の姿

①防災教育の充実
◇地域の災害リスク及び幼児児童生徒の発達の段階
に応じた実践的な避難訓練や､ 危険予測学習等に
よる実効的な指導の充実を図る。

②安全管理の充実
◇実効的な取組に結び付くよう学校安全計画及び危
機管理マニュアルの見直しを図るとともに、気象
情報やハザードマップ等を活用した防災体制の強
化に努める。

◇児童生徒等の視点を加えた安全点検を実施し、安
全管理の充実を図る｡

③組織活動の充実
◇「地域学校安全委員会」等を活用し、幼児児童生
徒の安全を確保する組織体制の整備を図る。

◇学校（園）や地域の実態に応じた実践的な教職員
研修を計画的に実施する。

①教育活動全体を通じた人権教育の充実
◇教職員自らの人権感覚を磨くとともに、各教科等
の指導内容を人権教育の視点から検討し、教育活
動全体に人権教育を適切に位置付ける。

②人権問題の解決に向け実践する態度に
つながる取組の推進
◇育みたい資質・能力を明確にし、人権尊重の視点
に立った学校（園）・学級づくりを推進する。

◇自他の人権を尊重し、守ろうとする意欲を高める
ために、互いの個性や価値観の違いを認め合える
環境づくりに努める。

③学校（園）、家庭、地域、関係機関の
連携
◇発達の段階や実態を踏まえて系統的・計画的に人
権教育を推進するために、学校（園）間・校種間
の連携・協働を促進する。

◇家庭、地域、関係機関と連携し、幼児児童生徒が
多様な文化及び価値観を尊重する意識を高める。

□人権の意義や内容、重要性を理解するとともに、自他の大切

さを認め、多様な文化及び価値観を尊重することができる。

□自他の人権を尊重し、人間関係を調整したり、正しい言動を

選択したりするなど、態度や行動に表すことができる。

①発達支持的生徒指導と課題未然防止教
育の推進
◇全ての児童生徒の心の居場所及び児童生徒主体の
絆づくりの場となる魅力ある学校を児童生徒と共
につくり上げていくことで、自己肯定感や自己有
用感が育まれるようにする。

◇全ての児童生徒を対象に、いじめ防止教育等の教
育プログラムを年間指導計画に位置付けて実施す
る。

②実効的に機能する生徒指導体制の構築
◇いじめ等の問題行動や不登校に対して組織的に対
応するため、教職員の役割を明確にする。

◇全ての児童生徒を対象に、発達支持的な視点を意
識した教育相談を年間指導計画に位置付けて実施
する。

③学校を中心とした連携・協働のシステ
ムづくり
◇学校だけでは対応が難しい事案や緊急の事案等は
スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー
カー、関係機関と連携・協働し、アセスメントに
基づいたチーム支援を行う。

□物事を正しく判断し、自己決定できる力を身に付け、社会的

ルールに基づいて行動することができる。

□他者との関わりの中で、自他の個性を尊重しながら、自己実

現に向けて行動することができる。

①ＰＤＣＡサイクルを機能させた組織的
な道徳教育の推進
◇全体計画及びその別葉を職員室等の目に触れる場
所に掲示するなどして日常的に各教科等との関連
を全教職員で共通理解しながら、組織的かつ計画
的に指導を行う体制を整備する。

◇道徳教育推進教師等を中心として、指導の実施状
況や成果を定期的に点検・評価し、その結果に基
づいて計画を柔軟に見直すなど、組織的な改善を
図る。

②家庭や地域社会との連携の充実
◇学校だよりやウェブサイト、授業公開等を通じて、
道徳教育の重点目標や子どもの学びの姿を積極的
に発信し、家庭や地域社会との共通理解を深める。

◇先人の伝記や地域の人材、文化財等を授業や行事
等で積極的に活用し、地域社会と連携・協働しな
がら道徳性を育む活動の充実を図る。

□道徳的諸価値の理解に基づき、自己の生き方や人間としての

在り方生き方について考えている。

□学校（園）、家庭、地域社会において、道徳教育で学んだこ

とを生かして生活している。

④

、



国 語 ▶指針ｐ32、33

社会、地理歴史、公民 ▶指針ｐ34、35

算数、数学 ▶指針ｐ36、37

○育成を目指す資質・能力を明確にし、児童生

徒が言葉に着目し、粘り強く課題解決に取り

組むことができる単元を構想している。

●ねらいを達成した姿を具体的に想定した評価

規準を設定し、評価を児童生徒の学習の自己

調整や教師の指導の改善に生かす必要がある。

□身に付けた資質・能力を自覚し、学習におけ

る課題の解決や生活における人との関わり等

の中で活用・発揮することができる。

□考えの根拠として着目した叙述や言葉につい

て吟味し、伝え合う活動を通して考えを広げ

たり深めたりすることができる。

令和７年度 成果と課題

令和８年度 目指す児童生徒の姿

①資質・能力の確実な育成に向け、指導と評価の一

体化を図った授業づくり
◇課題解決に向けた試行錯誤の過程で、資質・能力を活用・発揮

する場面が生まれる言語活動を構想する。

◇育成を目指す資質・能力を活用・発揮している記述や発言等を

具体的に想定した評価規準によって学習の状況を適切に評価し、

児童生徒の学習の自己調整や教師の指導の改善につなげる。

②言葉による見方・考え方を働かせ、主体的に課題

を解決するための指導
◇個と集団の活動を必要に応じて往還し、着目した言葉の意味や

働き等を吟味・検討しながら、課題解決を図ることができる学

習過程を構想する。

◇児童生徒が学校図書館やＩＣＴ等を目的に応じて主体的に選択
し活用する場面を、学習過程に計画的に位置付ける。

○単元等の学習の見通しをもつための手立てや

調べた事実や既習事項を基に考察を深めるた

めの思考ツールの活用等の工夫が見られる。

●児童生徒の実態に応じた単元等の指導と評価

の計画の作成や、学びや変容の自覚につなが

る振り返り等の活動の工夫が課題である。

□社会的な見方・考え方を働かせて、自ら考え

を広げたり深めたりすることができる。

□問題解決の見通しをもち、学習を振り返った

り見直したりしながら粘り強く取り組み、自

分と社会との関わりを見いだしている。

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

、

①社会的な見方・考え方を働かせて考えを広げたり

深めたりする力を養うための指導と評価の充実
◇児童生徒が、社会的事象を捉える視点や比較・関連付け等の方
法を明確にして学習問題を追究することができるように、資料
の選定や活用、発問の構成等を工夫する。

◇評価したことを指導の改善に生かすことができるように、単元
等の目標を達成した姿を具体的に想定して指導と評価の計画を
作成する。

②主体的な問題解決を通して、よりよい社会の在り

方を考えようとする態度を養う学習活動の充実
◇児童生徒が自らの学習の状況を把握し、主体的に調整すること
ができるように、単元等の適切な場面で進歩の状況や改善点等
を見取り、伝える。

◇複数の立場や意見を踏まえて考える活動を重視するとともに、
学習したことを基に生活の在り方や社会の発展について考える
活動を、単元等に適切に位置付ける。

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

○日常生活や既習事項との関連がある問題場面

を設定するなど、児童生徒が主体的に学習に

取り組めるような手立てが工夫されている。

●児童生徒一人一人の考えを生かし、解決に必

要な数学的な見方・考え方に気付くことがで

きるような学び合いを展開する必要がある。

□目的意識をもって数学的活動に取り組み、問

題解決の過程を振り返るなどして既習の知識

及び技能を関連付けて考えることができる。

□数学のよさや学ぶことの楽しさを実感し、学

んだことを生活や今後の学習に生かしたり、

新たな問いを見いだしたりすることができる。

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題①自ら問いを見いだし、数学的な見方・考え方を働

かせながら問題解決に取り組む授業づくり
◇問題場面の設定や問い方を工夫することで、解決する必要性を
実感し、目的意識をもって問題解決に取り組めるようにする。

◇学習活動の中で問題解決の過程を振り返る場面を設定し、働か
せた数学的な見方・考え方を児童生徒が自覚できるようにする。

②児童生徒一人一人が「分かった｣｢できた」を実感

できるようにする手立ての工夫
◇児童生徒の思考の状況を見取り、困っていることなどを生かし
た学び合いを通して、問題を解決することができるようにする。

◇学んだことの定着を図る場面や統合的・発展的に考える場面を
設定し、一人一人が学びを深めることができるようにする。

見
通
し

自
力
解
決

振
り
返
り

評
価
問
題

の
解
決
等

考えを
伝え合う 比較･検討 まとめ

学び合い

学習活動のイメージ（例）

⑤

令和８年度の重点 各教科等の重点



理 科 ▶指針ｐ38、39

生 活 ▶指針ｐ40、41、62

外国語活動、外国語（英語） ▶指針ｐ42、43

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

○予想や仮説を基に、見通しをもって、観察、

実験を行うことができるようになってきてい

る。

●解決の方法を吟味したり、得られた結果を基

にして考察を深めたりすることができるよう

にしていく必要がある。

□自然の事物・現象から問題を見いだし、解決

の方法を考え、見通しをもって観察、実験に

取り組むことができる。

□観察、実験の結果を基に、他者との対話を通

して、自らの考えを深め、表現することがで

きる。

①活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・

考え方を生かし、気付きの質を高める指導の充実
◇身近な人々、社会及び自然との関わりの中で、創造的に考えて
いる児童の姿を想定し、「試す」「見通す」「工夫する」など
気付きの質を高めるための多様な学習活動を取り入れる。
◇「 ＊四つの目」の基本姿勢で見取りながら、児童の気付きに共
感したり、問い掛けたり、価値付けたりするなど、支援を工夫
する。 ＊

「温かい目」「広い目」「長い目」「基本の目」

②幼児期における学びや各教科等との関連を生かし

た指導の充実
◇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、学校
全体で取り組むためのスタートカリキュラムについて見直しを
行いながら改善し、幼児期における学びとの円滑な接続を図る。
◇生活科と各教科等のそれぞれで身に付けた資質・能力を、相互
の学習活動で発揮することができるようにするため、単元配列
表を活用して両者の関連を図った単元を構想し、展開する。

□「試す」「見通す」「工夫する」などの多様

な学習活動を行うことで、より質の高い気付

きを生み出すことができる。

□活動や体験を通した学びを実生活や各教科等

と関連付け、自分自身の成長を実感すること

ができる。

令和８年度 目指す児童の姿

令和７年度 成果と課題

○身近な対象に繰り返し関わる活動や体験を通

して、「見付ける」「比べる」「たとえる」

などの活動が充実してきている。

●活動や体験を通して生じた児童の気付きの質

を高める指導を更に工夫する必要がある。

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

○児童生徒の関心や気付きを踏まえて課題等を

設定し、ＩＣＴ等を活用して学びを共有する

など、学習過程に工夫が見られる。

●授業のねらいに即した適切なフィードバック

を行うなど、中間指導の充実を図り、学習の

改善につなげる指導の工夫が必要である。

□コミュニケーションを行う目的や場面、状況

等に応じて言語材料を選択しながら、相手意

識をもって適切に伝え合うことができる。

□言語面と内容面の両面から自身の言語使用を

振り返り、目的達成に向けて改善点を考え、

主体的に言語活動に取り組むことができる。

①コミュニケーションを図る資質・能力の確実な育

成に向けた指導の充実
◇コミュニケーションを行う目的や場面、状況等と関連付けて、
適切な表現を用いて自分の考え等を伝え合うことができるよう、
児童生徒が言語使用を振り返る場面を設定するなど、学習過程
の改善・充実を図る。
◇児童生徒が伝えたい情報や考えを適切に表現することができる
よう、ＡＬＴ等との英語によるやり取りやＩＣＴ等の活用を必
要に応じて取り入れるなど、言語活動における指導の手立てを
工夫する。

②言語活動における学習状況の見取りを生かした指

導と評価の充実
◇目標を達成した児童生徒の姿を具体的に想定した上で、適切な
評価規準や評価場面を設定する。
◇言語活動で表出した変容を見取り、中間指導において定着を図
りたい表現を全体で共有したり、伝えたい内容等を再考したり
する場面を設定することで、児童生徒の学習の改善につなげる。

①予想や仮説を基にした問題解決の活動（科学的に

探究する活動）の充実
◇複数の事象を比べて問題を見いだしたり、既習の内容や生活経
験を根拠に予想や仮説を発想したりする活動を取り入れる。
◇見通しをもって観察、実験に取り組めるように、予想や仮説、
解決の方法等の妥当性を検討する場面を設定する。

②観察、実験の結果を基に、考察を深めるための手

立ての工夫
◇得られた結果を一覧に表示したりグラフにしたりするなど、意
図をもって整理し、児童生徒が理科の見方・考え方を働かせる
ことのできる発問を行う。
◇観察記録や実験データを根拠に他者と対話し、自ら考え、表現
したことの妥当性を改めて捉え直す活動を取り入れる。

⑥



音 楽 ▶指針ｐ44、45

図画工作、美術 ▶指針ｐ46、47

体育・保健体育 ▶指針ｐ50、51

令和７年度 成果と課題

令和８年度 目指す児童生徒の姿

○児童生徒が音楽を形づくっている要素をより

どころに、知覚したことと感受したことを関

わらせて音楽活動に取り組んでいる。

●個の考えをもち、他者と協働しながら音楽活

動をより充実させていく必要がある。

□知覚したことと感受したことを関わらせなが

ら考えを深め、音楽表現を生み出したり音楽

のよさや価値を実感したりすることができる。

□音や音楽及び言葉によるコミュニケーション

を通し、個の考えをもって他者と協働しなが

ら音楽活動に取り組むことができる。

令和７年度 成果と課題

令和８年度 目指す児童生徒の姿

□造形的な視点を基に、言葉で考えを整理した

り、感じ取ったことを伝え合ったりすること

ができる。

□学習したことを通して得た知識や感覚を生か

しながら、表現及び鑑賞活動に取り組むこと

ができる。

○児童生徒が１人１台端末で活動過程を撮影し

蓄積することで、自分の思考や試行錯誤を見

直して造形活動に取り組むことができている

●指導と評価の一体化を図るために、ねらいと

学習活動及び評価場面を整合させ、児童生徒

の学習状況を見取り、評価する必要がある。

。

①表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連さ

せた学習の充実
◇系統的に育成する資質・能力が身に付くよう、児童生徒の学習
経験を確認するとともに、各学年における指導事項や内容の取
扱いと指導上の配慮事項を踏まえて、授業を構想する。
◇児童生徒の表したいことや主題を基に、表現したり鑑賞したり
することができるよう、学習のねらいに応じて、発想や構想と
鑑賞の学習の双方に働く中心となる考えを明確にする。

②育成を目指す資質・能力を明確にし、活動の過程

を重視した指導と評価の充実
◇題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、指導に生かす
評価と記録に残す評価について時期や場面を精選し、児童生徒
の学習状況を把握する方法を工夫して評価する。
◇児童生徒が自分の成長やよさ、可能性などに気付き、次の学習
につなげられるように、育成する資質・能力及び造形的な視点
を踏まえた振り返る活動の充実を図る。

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

○児童生徒が見通しをもって活動できたり、学

びを自己選択できたりするようにしたため、

主体的に活動に取り組む姿が見られる。

●育成を目指す資質・能力を身に付けられるよ

う、ねらいを達成した児童生徒の姿を共有し

適切に評価していく必要がある。

□「する・みる・支える・知る」の多様な関わ

り方を通して、運動の楽しさや喜びを実感し、

自ら進んで運動に親しむことができる。

□情報の適切な活用を通じて、健康や安全に関

する課題を発見し、解決することができる。

①運動の特性に触れ、多様な関わり方を通じて、楽

しさや喜びを実感できる授業づくりの充実
（運動に関する領域）

◇単元を通じて育成したい児童生徒の姿を明確にし、指導内容の
精選や評価場面の適切な設定など、指導過程を工夫する。
◇課題の発見・解決に向けて、ＩＣＴを活用した対話や動きの可
視化などの活動を効果的に取り入れる。

②習得した知識・技能を実生活で活用していくこと

ができる授業づくりの充実
（保健に関する領域）

◇健康・安全につながる適切な行動選択ができるよう、情報の収
集・選択・分類・整理等の活動を効果的に取り入れる。
◇対話や表現などの活動を通じて、習得した知識と実生活を関連
付けたり、情報を適切に活用したりするなど、効果的な指導方
法を工夫する。

①音楽活動を通して、知覚したことと感受したこと

を関わらせた授業づくりの充実
◇児童生徒が思いや意図をもって音楽表現することができるよう、
音楽を形づくっている要素を適切に選択したり関連付けたりし
て授業を構想する。
◇知覚したことと感受したことを関わらせながら深めた考えを生
かして、音楽表現を工夫したり音楽のよさを味わったりする活
動を取り入れる。

②音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを通

した音楽活動の充実
◇児童生徒が音で試したり音を聴いて確かめたりする活動を通し
て、自己のイメージを膨らませたり、他者のイメージに共感し
たりしながら、学びを深められるようにする。
◇音楽表現を生み出したり、音楽を聴いてそのよさや価値を考え
たりすることができるよう、個の考えをもった上で他者と協働
しながら、音楽活動と言語活動を行き来する場面を設定する。

⑦

、



家庭、技術・家庭、情報 ▶指針ｐ48、49

高校芸術（音楽、美術、工芸、書道） ▶指針ｐ45、47

専門学科（農業、工業、商業、水産、家庭、情報、福祉） ▶指針ｐ52、53

○実践的な活動の中で課題を具体化し、解決に

向けた改善策を見付けることができるよう、

題材の構成を工夫していた。

●見方・考え方を働かせている姿を明確にした

上で、目指す資質・能力の育成につながる評

価計画を構想する必要がある。

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

□教科の特質に応じた見方・考え方を働かせな

がら問題を見いだして課題を設定し、実践の

結果や過程を評価したり、改善したりしなが

ら問題解決に取り組むことができる。

□学習したことを活用して、生活の課題を解決

していく能力及び態度が身に付いている。

《音楽》◇音楽的な見方・考え方を働かせ、自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫したり、音楽を評価し

ながらよさや美しさを自ら味わって聴いたりして、音楽に主体的に関わることができる指導を行う。

◇音楽を形づくっている要素などの働きを実感を伴いながら理解したり、音楽に関する歴史や文化的意

義について、音楽活動を通して自己との関わりの中で理解したりする場面を学習過程の中に設定する。

《美術》◇育成する資質・能力及び造形的な視点を踏まえ、ねらいを達成した生徒の姿を具体的に想定した上で

指導計画を立てる。

◇幅広い創造活動を通して、生活や社会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成できるよ

う指導を工夫する。

《工芸》◇用と美の調和や、伝統的な表現のよさを実感できる学習活動の充実を図る。

《書道》◇生徒の実態に合わせて単元で育成を目指す資質・能力を明確化し、適切な目標と評価規準を設定した

指導計画を立てる。

◇書写能力の向上を図り、書に関する見方・考え方を働かせることにつながる学習活動によって、書の

伝統と文化に関わる資質・能力を育成できるよう指導を工夫する。

《農業》◇農業技術の進展に対応した関係機関等との連携による実践的・体験的な農業教育の充実

◇課題を発見し、科学的な根拠に基づき課題を解決する力の育成に向けたプロジェクト学習の充実

《工業》◇工業技術の進展に対応した地域企業や大学等との連携による実践的・体験的な工業教育の充実

◇校種間や地域との連携による学びの成果発表等を生かした学習活動の充実

《商業》◇課題解決能力を育成するための、地域や産業界等と連携した実践的・体験的な商業教育の充実

◇経済社会の発展を担う職業人として、主体的・協働的に学ぶ態度を養う学習活動の工夫

《水産》◇地域資源の活用等を通じた水産・海洋関連産業の発展に貢献できる水産教育の充実

◇地域や関係機関等との連携による実践的・体験的な学習活動の充実

《家庭》◇創造性や問題解決能力の育成を目指した、家庭科教育の充実

◇地域や産業界等との連携による実践的・体験的な学習活動の充実

《情報》◇専門的な知識及び技術の習得と、情報活用能力の育成に向けた情報教育の充実

◇最新の情報と情報技術を活用し、課題解決能力の育成を図る実践的・体験的な学習の充実

《福祉》◇地域福祉を推進する確かな専門性を備えた人材の育成を目指した福祉教育の充実

◇地域や関係機関等との連携による実践的・体験的な学習の充実

①
＊１

生活や
＊２

社会の中から問題を見いだして課題を設

定し解決を図る問題解決的な学習の一層の充実
◇児童生徒の実態を踏まえて育成する資質・能力を明確にし、系
統的及び総合的に学習が展開されるよう＊３題材を設定する。
◇教科の特質に応じた見方・考え方を働かせている姿をイメージ
した上で、児童生徒が考えを構想したり表現したりする場面を
一連の学習活動の中に設定する。

＊１小学校では「日常生活」 ＊２高等学校情報では「情報社会」
＊３小・中学校では「題材」、高等学校では「単元」

②児童生徒の主体的な取組や、教師の指導改善につ

ながる評価の工夫
◇学習した内容を実際の生活で生かす場面を想定して自己評価や
相互評価の場面を設定することで、児童生徒が自らの学びを振
り返り、評価・改善することができるようにする。
◇育成を目指す資質・能力を明確にし、指導のねらいと学習活動
との整合を図った指導・評価計画を工夫する。

⑧



特別の教科 道徳 ▶指針ｐ54、55

総合的な学習の時間、総合的な探究の時間 ▶指針ｐ56、57

特別活動 ▶指針ｐ58、59

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

○児童生徒が道徳的価値について深く考えるこ

とができるよう、役割演技や心情スケール等

の活用、発問の工夫等をしている。

●終末の振り返りの場面を十分に確保するため

に、ねらいを明確化し、精選した発問を基に

学習過程を構成する必要がある。

□道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、広

い視野から自己の（人間としての）生き方に

ついての考えを深めている。

□道徳的諸価値についての理解を深めた上で、

自らの成長を実感したり、これからの課題や

目標を見付けたりしている。

令和８年度 目指す児童生徒の姿

令和７年度 成果と課題

○地域との連携を生かした体験活動や交流の充

実により、児童生徒の思考の広がりや深まり

が見られる。

●児童生徒の主体的な学びを支えるために、指

導計画と学習活動の両方において、教師が指

導性を適切に発揮する必要がある。

□探究的な学習の過程に沿って、主体的に学習

活動に取り組むことができる。

□探究的な見方・考え方を働かせ、対話等によ

り、考えを広げたり深めたりすることができ

る。

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

令和７年度 成果と課題

令和８年度 目指す児童生徒の姿

○児童生徒が、提案理由を明確に提示したり、

自分の生活を振り返ったりすることで、主体

的な話合いにつなげている。

●児童生徒が、提案理由やめあてなどを理解し

たり、自分の課題をつかんだりして話合いに

臨むことで、よりよい合意形成や意思決定が

できるようにする必要がある。

□学級活動(１)において、実践の場面を意識し

ながら、提案理由を踏まえて合意形成し、協

力して実践することができる。

□学級活動(２)(３)において、話合いを通して

具体的な目標を意思決定し、その実現に向け

て生活や学習に取り組むことができる。

①
＊

自己の生き方についての考えを深める指導
◇児童生徒が対話を通して自分の考えを広げたり深めたりするこ
とができるよう、実態に応じて学習活動を工夫する。
◇児童生徒がねらいとする道徳的価値を自分自身との関わりで捉
え、深く考えることができるよう、中心的な発問や、それを生
かす前後の発問を精選する。

＊中学校では「人間としての生き方」

②児童生徒の成長につながる評価
◇児童生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展さ
せているか、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深
めているかなどについて、評価の視点を明確にし、発言や記述
から学習状況を丁寧に見取り、指導に生かす。
◇学習シートや児童生徒の振り返り等の記録を蓄積し、児童生徒
が自らの成長や変容を実感しながら、今後の実践意欲へとつな
げることのできるような評価を行う。

①探究課題の解決を通して育成を目指す資質・能力

を明確にした、指導と評価の充実
◇各学校において定める目標に記した資質・能力を探究課題に即
して具体化し、全体計画に明示する。
◇児童生徒の多様な姿を幅広く評価し、指導に生かすことができ
るよう、学習活動や学ぶ事柄に応じ、どの場面で誰がどのよう
に評価するのかを計画する。

②探究的な学習の過程の質を高める指導の工夫
◇探究的な学習の過程を活性化させ、発展させるために、期待す
る学習の方向性や児童生徒の望ましい変容の姿を想定し、状況
に応じた適切な指導ができるようにする。
◇「考えるための技法」が活用される学習活動においては、児童
生徒が、活動に合った「思考ツール」を選択する場面などを効
果的に設定する。

①実践の場面を意識したよりよい合意形成のための

話合い活動の充実
◇児童生徒が議題や話し合う内容を理解し、提案理由に基づいて
話合いができるよう、意見の背景にある思いや賛成、反対の理
由を確認し、よりよい意見を見いだすための手立てを工夫する。

◇児童生徒が合意形成したことを基に主体的に活動することがで
きるよう、決めたことに向けて取り組む様子や準備の進捗状況
を確認し、適切な支援をする。

②目標の実現を目指した主体的な意思決定のための

話合い活動の充実
◇児童生徒が自分に合った具体的な目標を意思決定できるよう、
教師が提供する資料や情報を精選するとともに、話し合う時間
を十分に確保する。

◇児童生徒が意思決定したことに継続して取り組めるよう、実践
状況を振り返ったり相互評価したりする場を設定する。

⑨



秋田県民歌
倉田 政嗣 作詞

高野 辰之 修正

成田 為三 作曲

表紙の写真提供／左：秋田市立泉小学校、中央：北秋田市立鷹巣中学校、右：イングリッシュキャンプ（高校教育課英語教育推進チーム）
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学校教育の指針等の資料や秋田県教育委員会が運営するホームページは、こちらから検索できます。

◇令和８年度 学校教育の指針 ◇学校改善支援プラン

◇広域職場体験システム（Ａ－キャリア） ◇秋田県教職キャリア指標及び秋田県教

職員研修体系について

◇秋田県プログラミング教育人材バンク ◇秋田県教育委員会研修講座総合案内

◇わか杉学びネット（学習ポータルサイト)

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/64125
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/64223
https://common3.pref.akita.lg.jp/syokubataiken/
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/32662
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/32662
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/40485
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/70006
https://common3.pref.akita.lg.jp/manabi/

